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次
世
代
の
作
曲
家

広
島
大
大
学
院
准
教
授
で
、
武

生
作
曲
賞

（２
０
０
５
年
）
を
受

け
た
徳
永
崇

（呉
市
出
身
）
は
「広

島
時
間
」
を
紡
い
だ
。
原
爆
ド
ー

ム
な
ど
の
被
爆
建
物
が
点
在
し
、

７０
年
前
の
痕
跡
を
残
す
街
に
、
異

25日幅嘲演生命へのエール 表現

次世代を担 う現代音楽作曲家が 「ヒロシマ」をテ

ーマに書 き下ろした作品を初演するコンサー トが25

日、広島市中区の 」MSア ステールプラザである。

「HIROSHIMA HAPPY NEW EAR」  のシ リーズ第1鋸単。 音

楽監督を務める広島市安芸区出身の作曲家細川俊夫

も注 目する 2人が、 ヒロシマに正面から向き合 った

音色 を届 ける。 (余村泰樹 )

な
る
さ
ま
ざ
ま
な
時
間
の
流
れ
を

感
じ
、
タ
イ
ト
ル
を
付
け
た
。
「レ

ク
イ

エ
ム
な
ど
過
去
に
多
く
の
作

品
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
若
い
世

代
が
今
語
れ
る
こ
と
を
ぶ

つ
け

た
」
と
語
る
。

海
外
で
の
戦
争
、
商
業
的
な
音

楽
…
。
雑
多
な
情
報
が
飛
び
交
う

現
代
を
、
ポ

ッ
プ
ス
や
瓦
を
割
る

音
な
ど
純
ク
ラ
シ
ッ
ク
で
は
用
い

な

い
さ
ま
ざ
ま
な
音

で
表
現
す

る
。
戦
の
絶
え
な
い
世
界
に

「状

況
は
以
前
よ
り
悪
く
な

っ
て
い

る
」
と
感
じ
な
が
ら
も
、
最
後
は

ご
ち
ゃ
混
ぜ
の
音
を
収
東
さ
せ
、

新
た
な
生
命

へ
の
エ
ー
ル
を
込
め

た
旋
律
を
生
み
出
す
。

日
本
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
作
曲
部

門
第
１
位

（１
９
９
９
年
）
の
三

浦
則
子
は
７０
年
前
に
思
い
を
は
せ

「ヒ
ロ
シ
マ
を
渡
る
風
―
室
内
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
の
た
め
に
」
を
作

っ

た
。
被
爆
し
、
数
年
後
に
亡
く
な

っ
た
祖
父
を
持

つ
三
浦
は
、
原
爆

投
下
時
を

「風
を
肌
で
感
じ
ら
れ

た
だ
ろ
う
か
。
凍
り
付
い
た
よ
う

な
空
間
で
は
な
か

っ
た
か
」
と
想

像
す
る
。

原
爆
投
下
や
ア
ウ
シ

ュ
ビ

ッ
ツ

の
悲
劇
…
。

「者

（人
間
）
」
が

「物
」
と
し
て
扱
わ
れ
た
と
き
、

人
は

「無
風
」
に
さ
ら
さ
れ
る
。

そ
ん
な
イ
メ
ー
ジ
を
基
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
楽
器
で
惨
劇
の
過
去
か
ら

未
来

へ
と
渡
る

「風
」
を
表
現
す

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・

川
瀬
賢
太
郎
の
指
揮
で
、
広
島

交
響
楽
団
が
演
奏
。
初
演
の
２
曲

の
ほ
か
に
も
、
チ

ュ
ー
バ
奏
者
橋

本
晋
哉
を
ソ
リ
ス
ト
に
迎
え
た
細

川
作
曲

「旅
Ⅷ
Ｉ
チ

ュ
ー
バ
と
ア

ン
サ
ン
ブ
ル
の
た
め
の
」
（
ソ
プ

ラ
ノ
半
田
美
和
子
に
よ
る
リ
ゲ
テ

ィ
作
曲

「
マ
カ
ト
ブ
ル
の
秘
密
」

の
広
島
初
演
も
あ
る
。

午
後
７
時
開
演
。
３
千
円

（前

売
り
２
５
０
０
円
）
、
学
生
２
千

円

（同
１
５
０
０
円
）
。
ひ
ろ
し

ま
オ
ペ
ラ

・
音
楽
推
進
委
員
会
８

０
８
２

（２
４
４
）
８
０
０
０
。

徳永崇


